
【公募・選定のスケジュール】

３月31日  公募開始（閣議後記者会見で発表）

４月 ９日  公募説明会（文部科学省/科学技術振興機構(JST)共催）

５月20日  公募締切

５月下旬～７月 審査（書面審査/面接審査）

７月31日  選定結果の公表（閣議後記者会見で発表）

➢ 全国の研究大学等から47件の提案があり、有識者による審査委員会(委員長：宮園 浩平
総合科学技術・イノベーション会議(CSTI)常勤議員)の審議を経て、19件の提案を選定。
提案内容に応じて、最大30億円(当初３年分)を支援。うち４件は別途施設整備。事業期間は10年間を予定。

➢ 若手を含めた全国の研究者が挑戦できる魅力的な研究環境を実現するため、全国の研究大学等において、
地域性や組織の強み・特色等も踏まえ、技術職員やURA等の人材を含めたコアファシリティ※を戦略的に整備。
（全国68の国公私立大学、51の国立高専を含め、180機関以上が参画し、強靭な研究基盤を構築）

 ※研究組織全体として研究設備・機器を整備・共用・高度化する仕組みを備えた研究基盤

【今後の主な予定】

８月下旬  事業開始（委託契約等の締結後）

８月28日  科学技術・学術審議会 研究開発基盤部会（今後の推進体制等を審議）

９月４日  EPOCHシンポジウム（JASIS 2026(分析機器・科学機器総合展)において開催）

先端研究基盤刷新事業(EPOCH)に関する公募・選定の状況
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先端研究基盤刷新事業 事業運営委員会（JST）
/先端研究基盤刷新事業(EPOCH)における施設整備に関する審査委員会（MEXT）

○先端研究基盤刷新事業(EPOCH)では、文部科学省が公募する
施設整備とJSTの基金事業を一体的に推進することとしており、
審査・選定についても、双方の申請を踏まえ、連携して実施。

○JSTに先端研究基盤刷新事業(EPOCH)運営委員会を、文科省
に施設整備に関する審査委員会をそれぞれ設置し、 「研究の創造
性・効率性の最大化のための先端研究基盤の刷新に向けた今後の
方針」等も踏まえつつ、EPOCHの審査・選定・運営管理等を実施。

○進捗状況等については、文科省の審議会に適宜報告することとし、
審議会において俯瞰的な議論を実施する予定。

氏 名(敬称略) 所 属・役 職

委員長
（PO）

宮園 浩平 総合科学技術・イノベーション会議 常勤議員

委 員
（AD）

植草 茂樹 植草茂樹公認会計士事務所 所長

杉本 亜砂子 東北大学 理事・副学長（研究担当）／教授

染谷 隆夫 東京大学大学院工学研究科 教授

宝野 和博 国立研究開発法人 物質・材料研究機構(NIMS) 理事長

俣賀 宣子
国立研究開発法人 理化学研究所 最先端研究プラットフォーム連携(TRIP)事業本部
コーディネーター

野城 智也 東京都市大学 学長
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先端研究基盤刷新事業(EPOCH) 採択大学一覧

北海道大学
(北海道国立大学機構、室蘭工業大学、東海大学、

情報・システム研究機構 国立情報学研究所)

山形大学 (弘前大学)

筑波大学
(茨城大学、お茶の水女子大学、高エネルギー加速器研究機構)

千葉大学

早稲田大学

東海国立大学機構 (名古屋工業大学)

新潟大学

長岡技術科学大学 (豊橋技術科学大学)

金沢大学 (富山大学、福井大学、北陸先端科学技術大学院大学)

＜東 北＞

＜関東・甲信越＞

＜北海道＞

＜東海・北陸＞

信州大学

奈良先端科学技術大学院大学

大阪大学

大阪公立大学
(名古屋市立大学、横浜市立大学)

＜近 畿＞

岡山大学

広島大学

山口大学

＜中国・四国＞

九州大学

熊本大学

宮崎大学
(長崎大学、鹿児島大学、琉球大学)

＜九 州＞

3※（ ）内は連携大学




